
ふるさとの魅力描く

第７回ＡＫＵＮＥ洋画展 …………………２

敬老の日　いつまでもお元気で ……………３

アスベスト問題について ……………………４

始まりますY市民出前講座……………………５

みんなのアルバム ……………………………８

尾崎公民館敷地内に直径５メートルの水車が完成し、８月７日通水式が行われました。

通水式には尾崎小児童らが出席し、通水後ゆっくりと水車が回り始めると拍手や大きな歓

声が上がっていました。
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Ａ
Ｋ
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Ｎ
Ｅ
洋
画
大
賞

﹁
赤
い
ピ
ア
ス
﹂

平
原
惠
子
︵
出
水
市
︶

※
16
ペ
ー
ジ
に
作
品
掲
載

○
阿
久
根
市
長
賞

﹁
雲
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
﹂

松
崎
榮
子
︵
菱
刈
町
︶

○
阿
久
根
市
議
会
議
長
賞

﹁
待
機
﹂

桑
原
タ
ヅ
子
︵
阿
久
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市
︶

○
教
育
長
賞

﹁
稔
の
棚
田
﹂

中
間
玲
子
︵
大
口
市
︶

○
委
嘱
作
家
賞

﹁
春
︵
１
︶﹂

村
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代
子
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根
市
︶

○
県
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協
会
賞

﹁
五
月
の
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﹂

h
田
美
和
子
︵
出
水
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○
奨
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畑
彩
子
︵
阿
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市
︶
田
中
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志
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出
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市
︶
佐
野
琴
江
︵
水
俣

市
︶
茶
園
美
紀
子
︵
大
口
市
︶
齋

藤
カ
ス
ミ
︵
出
水
市
︶
上
田
哲
也

︵
菱
刈
町
︶
宮
下
ユ
ミ
子
︵
出
水

市
︶
川
越
郁
子
︵
薩
摩
川
内
市
︶

鎌
田
高
明
︵
国
分
市
︶
三
反
田
岑

生
︵
出
水
市
︶

○
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
洋
画
大
賞

﹁
ぶ
ら
ん
こ
﹂

松
崎
愛
海
︵
脇
本
小
１
年
︶

※
16
ペ
ー
ジ
に
作
品
掲
載

○
阿
久
根
市
長
賞

﹁
友
達
の
家
﹂

湯
田
紗
織
︵
高
尾
野
小
６
年
︶

○
阿
久
根
市
議
会
議
長
賞

﹁
ざ
び
丸
と
こ
う
え
い
丸
﹂

西
園
俊
一
︵
西
目
小
４
年
︶

○
学
校
賞

高
尾
野
小
学
校

○
県
美
協
会
賞

﹁
す
わ
神
社
﹂

柏
木
涼
︵
出
水
小
５
年
︶

○
南
日
本
新
聞
社
賞

﹁
花
火
大
会
の
夜
﹂

古
川
夕
希
実
︵
西
目
小
３
年
︶

○
特
選

下
田
華
︵
阿
久
根
小
１
年
︶
小
木

崇
央
︵
高
尾
野
小
１
年
︶
倉
津
俊

輔
︵
高
尾
野
小
２
年
︶
小
田
菜
々

海
︵
阿
久
根
小
２
年
︶
熊
井
七
海

︵
折
多
小
２
年
︶
白
下
和
輝
︵
高

尾
野
小
３
年
︶
肝
付
鏡
多
朗
︵
高

尾
野
小
４
年
︶
針
原
由
衣
︵
阿
久

根
小
４
年
︶
倉
津
啓
伍
︵
高
尾
野

小
５
年
︶
川
涯
裕
也
︵
折
多
小
５

年
︶
野
平
知
︵
高
尾
野
小
６
年
︶

浜
田
俊
介
︵
野
田
小
６
年
︶
松
岡

賢
羽
︵
平
尾
中
１
年
︶
濱
田
佳
菜

恵
︵
れ
い
め
い
中
２
年
︶
吉
武
大

樹
︵
平
尾
中
３
年
︶

－２－
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【
一
般
の
部
】

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】

第
７
回
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
洋
画
展
が
、
８
月
20
日
か
ら
８
月
28
日
ま
で

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
県
内
外
か
ら
一
般
の
部
299
点
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
689
点
と

前
回
を
上
回
る
応
募
が
あ
り
、
会
場
に
は
、
阿
久
根
の
風
景
な
ど
を

描
い
た
408
点
が
展
示
さ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
多
く
の
方
々
は
、
阿
久

根
の
魅
力
が
描
か
れ
た
力
作
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
敬
称
略解説を聞きながら作品を鑑賞する来場者

第
７
回
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
洋
画
展

松永守利さん（鹿児島市在住）から、本市へ立
山崇画伯の作品の「母子像」が寄贈されました。
立山画伯は、高校卒業まで本市で暮らした後上京
され、その後は日本の画壇を常にリードされ、第
86回二科展（平成13年）では、最高賞にあたる総
理大臣賞を受賞されました。今回の寄贈は、立山
画伯の同級生である松永守利さんの好意によるも
ので、ＡＫＵＮＥ洋画展開催中、市民会館に展示
され、多くの方が鑑賞していました。

寄
贈
作
品

﹁
母

子

像
﹂



本
市
で
は
65
歳
以
上
の
割
合
を
示

す
高
齢
化
率
は
31
・
８
％
︵
昨
年
に

比
べ
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
上
昇
︶
に
達

し
、
対
象
者
数
は
８
千
155
人
で
市
民

の
約
３
分
の
１
が
65
歳
以
上
と
い
う

状
況
で
す
。

ま
た
、
100
歳
以
上
の
長
寿
を
迎
え

ら
れ
た
方
は
、
昨
年
よ
り
４
人
増
え

て
14
人
と
な
り
ま
し
た
。
︵
高
齢
化

率
、
対
象
者
数
等
は
、
平
成
17
年
９

月
１
日
現
在
の
数
値
で
す
。︶

今
日
で
は
、
高
齢
者
に
な
ら
れ
て

も
趣
味
の
世
界
を
広
げ
た
り
、
豊
富

な
経
験
や
能
力
を
生
か
し
社
会
参
加

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん

だ
り
と
、
多
く
の
方
々
が
自
分
に
あ

っ
た
生
活
ス
タ
イ
ル
で
充
実
し
た
人

生
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
月
号
で
は
、
市
内
の

高
齢
者
で
、
趣
味
や
運
動
な
ど
を
楽

し
み
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
方
を

紹
介
し
ま
す
。

－３－
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高齢化率

対象者数

総 人 口

平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

30.2

7,975

26,431

30.9

8,073

26,105

31.2

8,106

25,976

31.8

8,155

25,684

（単位：％、人）

※各年９月１日現在　住民登録基本台帳に基づく

この８月、市内各地で老人クラブ連合会の主催によるスポー
ツ大会が開催されました。参加者の皆さんは、元気いっぱい
体を動かし心地よい汗を流していました。

敬老の日（９月19日）

いつまでもお元気でいつまでもお元気でZZ

高齢者の皆さんが安心して生活できるよう、

私たち市民一人ひとりが高齢者を支え合っ

ていきましょう。

角
　
　
春
熊
さ
ん
︵
91
歳
︶

私は、毎日散歩を２キロし柔軟体操を

続けています。このことや食べ物の好き

嫌いが無いことが、今でも健康に過ごし

ている秘訣だと思っています。

これからも健康であることに感謝し、

運動を続けながら元気に過ごしていきた

いです。

毎
日
の
運
動
が
健
康
の
秘
訣

早
瀬
　
敏
子
さ
ん
︵
81
歳
︶

女性学級や老人クラブ活動に参加する

ことで、皆さんとふれ合うことが、私の

元気の源です。

これからも、多くの人との出会いを大

切にしながら、コーラスや書道などを趣

味とし、健康で充実した毎日を送ってい

きたいです。

生
涯
学
習
で
毎
日
が
充
実

光礁大学で学ぶ高齢者の皆さん



国
道
389
号
の
路
側
帯
に
四
季
折
々

の
花
を
咲
か
せ
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
﹁
花
を
咲
か
せ
隊
﹂
︵
太
田
信
子

会
長
︶
が
、
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

︵
８
月
１
日
～
８
月
31
日
︶
に
ち
な

ん
だ
道
路
愛
護
県
知
事
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
８
月
16
日
に
は
、
市
役
所

で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
表
彰
状
を
伝

達
さ
れ
た
太
田
会
長
は
﹁
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
、
市
内
各
地
に
道
路
美
化

運
動
の
輪
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
で

す
﹂
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
10
日
︵
道
の
日
︶
に

は
、
阿
久
根
建
友
会
、
出
水
土
木
事

務
所
、
市
と
が
協
力
し
市
内
各
地
の

道
路
清
掃
を
実
施
。
約
140
名
の
参
加

者
は
18
班
に
分
か
れ
、
暑
い
日
ざ
し

の
中
、
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り
な
ど
の

奉
仕
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
は
天
然
の
鉱
物
繊
維

で
、
熱
や
摩
擦
、
酸
な
ど
に
強
い
特

性
を
も
ち
、
丈
夫
で
変
化
し
に
く
い

上
、
安
価
な
た
め
建
築
材
料
な
ど
に

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鉄
骨

な
ど
に
吹
き
付
け
ら
れ
て
露
出
し
た

り
建
物
を
解
体
す
る
場
合
、
飛
び
散

っ
て
大
量
に
吸
い
込
む
と
肺
ガ
ン
や

悪
性
中
皮
腫
を
引
き
起
こ
す
原
因
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
き
な
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
︵
注：

ア

ス
ベ
ス
ト
自
体
が
建
物
に
使
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
、
す
ぐ
に
問
題
と
な

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。︶

そ
こ
で
本
市
で
は
、
８
月
25
日
、

関
係
課
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、

市
の
関
係
施
設
で
の
実
態
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
や
相
談
窓
口
を
開
設
す

る
こ
と
な
ど
を
決
め
、
市
民
の
皆
様

に
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
つ
い
て
適
切

な
情
報
提
供
等
を
行
う
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

な
お
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
主

な
相
談
窓
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。

－４－

ゴミ袋を片手に作業を行う参加
者の皆さん（８月10日、道の日）

東英雄出水土木事務所長から表彰状の伝
達を受ける「花を咲かせ隊」の皆さん

アスベスト相談窓口

【【総合窓口総合窓口】】

・阿久根市市民環境課　　173-1211
（内線1425）

・県庁環境管理課　　　　1099-286-2627

【【健康に関すること健康に関すること】】

・県庁健康増進課　　　　1099-286-2714
・出水保健所　　　　　　162-1636

【【建物に関すること建物に関すること】】

・県庁建築課　　　　　　1099-286-3710
・出水土木事務所　　　　162-0861

【【労働災害に関すること労働災害に関すること】】

川内労働基準監督署　　10996-22-3225

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
つ
い
て

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
つ
い
て

道
路
を
み
ん
な
で
美
し
く

道
路
を
み
ん
な
で
美
し
く

こんにちは。私はエーリック・グローワー

クです。アメリカのケンタッキー州のルイビ

ルから来ました。ルイビル大学では歴史と人

類学を専攻しました。昨年、大学の仲間と日

本を旅し、日本の景色や文化にとても感動し

ました。

今回、阿久根市に来て感じたことは、美し

い海岸線や緑豊かな森林があり自然が素晴ら

しく、人々がとても親切だということです。

私は、ＡＬＴ（外国語指導助手）として、

阿久根の小・中学生に良い影響を与え、また

英語を話せるだけでなく、異文化について関

心を持ってもらえることを期待しています。

それでは、授業で楽しみましょう。

行政トピックス



－５－

この講座は、市民の皆さんやグループの求めに応じて、市役所の各事業を担当してい

る課の職員が皆さんの所へ出向き、市役所の事業内容等を紹介するものです。

１．利用できる方

市内に在住、在勤、在学している10名以上の方で構成された団体・グループなどです。

２．実施時間

午前９時から午後９時の間で２時間以内とします。（年末・年始の休日を除き、土・日・祝日も利用できます）

３．開催場所

会場の手配や設営は、申込み団体でお願いします。

４．申込み方法

総務課に備え付けの申込用紙に必要事項を記入し、実施希望日の14日前までに総務課に申し込みください。

（ＦＡＸ可）

５．その他

次の場合の申し込みは、ご遠慮ください。

・公の秩序を乱し、または善良な風俗を阻害するおそれのあるとき

・政治、宗教または営利を目的とした催しなどを行うおそれのあるとき

・苦情や要望のみを申し立てるなど出前講座の目的に反しているとき

※問い合わせ・申込み先

総務課職員係　1７３－１２１１（内線１２１５） ＦＡＸ　７２－２０２９

番号

　１

講　　　座　　　名

「行革って、何をするの？」

　５ 市の財政状況について

講　　座　　の　　内　　容

これまで行ってきた行財政改革、「阿久根市行政改革チャレンジプラン」を
中心に、指定管理者制度行政評価制度を説明

市財政の現状と課題及び今後の財政運営について

担　当　課

総　　務　　課

財　　政　　課

　４ ｢広報あくね｣が出来るまで 取材、写真撮影、記事作成、レイアウトなどについて 総　　務　　課

　３ 防災対策について 防災計画、防災対策、自主防災組織等について 総　　務　　課

　２ 交通安全と交通災害共済 交通事故防止と交通災害共済制度のしくみ 総　　務　　課

　６ 市の将来構想 総合計画における重要施策等 企 画 調 整 課

　７ 身近な税のはなし 市税等の制度のあらましと課税の仕組み 税　　務　　課

　８ 「戸籍のコンピューター化」って何なの 戸籍簿等の電算化に向けての説明 市 民 環 境 課

　９ 国民年金について 国民年金資格異動、裁定請求、未支給請求、免除制度等について 市 民 環 境 課

１０ 環境保全について 「自然と人が共生するまちづくり」を進めるための環境対策について 市 民 環 境 課

１１ 高齢者にこにこ健康づくり 高齢者を対象に、講話及び簡単なゲーム・体操等を紹介 生きがい対策課

１２ 子育て支援について 子育て支援体制と、各地域での取り組み状況について 生きがい対策課

１３ 国保や老人保健制度の仕組みについて 国保・老人保険制度の概要と各種給付の説明 健 康 増 進 課

１４ 介護保険制度について 介護保険制度の仕組みや利用の方法 健 康 増 進 課

１５ 健康で幸せに過ごすために 運動、食事、生活習慣病とその予防について 健 康 増 進 課

１６ 健康教室 転倒予防体操、ねたきり予防、高齢者の健康管理について 健 康 増 進 課

１７ 今日の消費生活の動向、問題解決について 消費生活相談件数が増加傾向にあることからトラブル回避策について 水産商工観光課

１８ 栽培漁業について 栽培漁業センターの紹介と獲る漁業から作り育てる漁業への転換について 水産商工観光課

１９ 土木行政について 道路、河川、海岸、漁港港湾、都市計画、公営住宅、急傾斜地について 都 市 建 設 課

２０ 議会について 議会運営全般について 議 会 事 務 局

２１ ご存知ですか？水道事業 水道水ができるまで、水の使用量、水質について 水　　道　　課

２２ 農地法等について 農地等の移動について 農 業 委 員 会

２４ 学校を選ぶ 子供の発達段階と就学（学校の選択）の方法について 学 校 教 育 課

２６ 子どもから大人へ 思春期（小学校高学年から中学校）の教育について 学 校 教 育 課

２７ 教師の仕事 学校の組織や仕事内容及び特色ある学校づくりについて 学 校 教 育 課

２８ 学んでみませんか？生涯学習 豊かな人生のための生涯学習の進め方 生 涯 学 習 課

２９ 楽しいニュースポーツ 誰でも楽しくできる新しいスポーツ体験 生 涯 学 習 課

３０ 知っていますか？阿久根の文化財 阿久根の歴史と伝統・文化について解説します 生 涯 学 習 課

２３ 我が家の安心、安全な暮らしについて
火災の予防初期対応、台風や大雨等への対応、救急の応急手当について、
楽しいマジックと音楽を交えて紹介

消　　防　　署

２５ 学校で学ぶ
阿久根市の学校教育について
　１　小学校教育について
　２　中学校教育について

学 校 教 育 課

行政トピックス



市
内
の
小
中
学
生
に
よ
る
平
成
17
年
度
少

年
少
女
弁
論
大
会
が
８
月
１
日
、
阿
久
根
中

学
校
体
育
館
で
あ
り
ま
し
た
。

各
学
校
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
小
学
生

の
部
10
人
、
中
学
生
の
部
５
人
は
、
審
査
員

や
大
勢
の
観
客
ら
の
前
で
、
将
来
の
夢
や
自

分
の
意
見
な
ど
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
敬
称
略

◇
小
学
生
の
部

○
市
長
賞

川
畑
　
緑
︵
大
川
小
６
年
︶

﹁
み
ん
な
が
さ
さ
え
合
え
る
ふ
る
さ
と
﹂

○
議
長
賞

折
橋
　
拓
馬
︵
尾
崎
小
６
年
︶

﹁
ぼ
く
の
夢
は
ア
グ
リ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
﹂

○
教
育
長
賞

立
花
　
奈
央
︵
阿
久
根
小
６
年
︶

﹁
家
族
の
き
ず
な
﹂

松
永
　
亮
︵
西
目
小
６
年
︶

﹁
体
は
小
さ
く
、
夢
は
大
き
く
﹂

◇
中
学
生
の
部

○
市
長
賞

大
野
　
孝
太
︵
三
笠
中
３
年
︶

﹁
一
五
〇
億
の
無
料
︵
た
だ
︶﹂

○
議
長
賞

田
中
　
順
子
︵
大
川
中
３
年
︶

﹁
未
来
の
環
境
を
見
つ
め
て
﹂

皆
さ
ん
は
﹁
ふ
る
さ
と
﹂
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
と
き
、
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。

わ
た
し
は
、毎
年
運
動
会
に
参
加
さ
れ
る﹁
華

の
五
十
歳
組
﹂の
方
々
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。

三
十
八
年
ぶ
り
に
大
川
で
再
会
し
た
方
々

が
退
場
さ
れ
る
と
き
に
、﹁
ふ
る
さ
と
﹂
の

曲
が
校
庭
に
流
れ
る
の
で
す
。
男
の
人
も
女

の
人
も
、
笑
顔
で
大
き
く
手
を
振
る
姿
を
見

て
、
み
ん
な
が
集
ま
れ
る
ふ
る
さ
と
が
あ
る

っ
て
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
な
、
と
わ
た
し
は

思
う
の
で
す
。

わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
こ
の
阿
久
根
、
そ

し
て
大
川
で
す
。
わ
た
し
は
美
し
い
海
と
山

に
囲
ま
れ
、
優
し
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ

の
町
が
大
好
き
で
す
。

だ
け
ど
、
心
配
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
、
日
本
は
高
齢
化
が
進
ん
で
き
て
い
ま

す
。
阿
久
根
で
も
お
よ
そ
三
人
に
一
人
の
人

が
六
十
五
歳
以
上
な
の
で
す
。
近
所
で
た
ば

こ
屋
を
し
て
い
る
、
タ
エ
お
ば
あ
さ
ん
は
八

十
七
歳
で
す
が
、
ず
っ
と
前
か
ら
独
り
暮
ら

し
を
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
が
お
店
に
行
く

と
、

﹁
み
ー
ち
ゃ
ん
、
来
て
く
れ
た
っ
や
ー
﹂

と
言
っ
て
、
と
て
も
喜
び
、
そ
の
日
あ
っ
た

こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
す
。

で
も
、
お
ば
あ
さ
ん
が
独
り
で
い
る
と
き

に
転
ん
で
け
が
し
た
り
、
具
合
が
悪
く
な
っ

た
り
し
な
い
か
、
と
て
も
心
配
で
す
。

﹁
こ
ん
な
ふ
う
に
独
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る

お
年
寄
り
が
た
く
さ
ん
い
る
。﹂

そ
う
思
う
と
、
自
分
に
も
何
か
で
き
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、
今
年
の
春
に
近
く
の
診
療

所
に
や
っ
て
こ
ら
れ
た
柳
生
先
生
と
い
う
お

医
者
さ
ん
と
話
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
わ

た
し
は
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
お
年
よ
り
の
診

察
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
に
、
自
分
の

思
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し
て
み
ま
し
た
。

先
生
は
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
こ
う
お
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。

﹁
高
齢
化
が
進
む
の
は
大
変
な
こ
と
も
多
い

け
ど
、
み
ん
な
が
そ
れ
を
理
解
し
て
受
け

入
れ
る
こ
と
、
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
な
の
よ
。
今
の
緑
さ
ん
は
勉
強
も
大

事
だ
け
ど
、
ま
ず
、
い
ろ
ん
な
立
場
の
人

と
話
を
し
て
、
相
手
の
こ
と
を
理
解
し
て

あ
げ
ら
れ
る
人
に
な
ら
な
き
ゃ
ね
。﹂

先
生
の
言
葉
を
聞
い
て
、
わ
た
し
は
暗
い
迷

路
の
中
で
一
本
の
光
る
道
を
見
つ
け
た
よ
う

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
が
支
え
合
い
、
お
年
寄
り
が
安
心

－６－

◇
小
学
生
の
部

﹁
み
ん
な
が
さ
さ
え
合
え
る
ふ
る
さ
と
﹂

大
川
小
学
校
　
６
年
　
川
畑
　
　
緑
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し
て
過
ご
せ
る
。
そ
れ
が
ず
っ
と
前
か
ら
わ

た
し
が
理
想
と
し
て
き
た
ふ
る
さ
と
な
の
だ

と
気
付
い
た
の
で
す
。

で
も
、
そ
う
い
う
ふ
る
さ
と
に
し
て
い
く

た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

わ
た
し
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
い

い
と
思
う
の
で
す
。
例
え
ば
、
近
所
に
い
る

お
年
寄
り
の
方
と
お
話
し
た
り
、
学
校
の
行

き
帰
り
に
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
す
る
こ
と
。

そ
ん
な
こ
と
で
も
、
お
年
寄
り
の
方
は
、
と

て
も
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

七
月
六
日
、
大
川
小
学
校
で
七
夕
集
会
が

あ
り
ま
し
た
。
近
所
の
お
年
寄
り
の
方
々
が
、

わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
笹
を
取
っ
て
き
て
下

さ
っ
た
り
、
七
夕
飾
り
を
手
伝
っ
て
下
さ
っ

た
り
し
ま
し
た
。
飾
り
を
作
っ
て
い
る
と
き
、

わ
た
し
た
ち
は
こ
う
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

﹁
娘
も
孫
も
近
く
に
お
ら
ん
で
さ
び
し
か
ど

ん
、
こ
う
や
っ
て
学
校
に
来
て
皆
さ
ん
に

会
え
る
の
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
が
よ
。﹂

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
わ
た
し
は
と
て
も
う

れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
お
年
寄
り
の
方
に
学
校
に
来
て
い
た
だ
い

た
り
、
地
域
の
行
事
に
た
く
さ
ん
出
た
り
し

て
、
も
っ
と
多
く
の
お
年
寄
り
の
方
と
ふ
れ

あ
い
た
い
、
と
思
い
ま
し
た
。

わ
た
し
の
夢
。
そ
れ
は
、
人
を
理
解
し
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
人
に
な
る
こ
と
。

そ
し
て
、
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
を
、
み
ん
な

が
支
え
合
え
る
ふ
る
さ
と
に
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
、
毎
日
何
事
も

一
生
懸
命
、
心
を
こ
め
て
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
す
。

最
近
よ
く
耳
に
す
る
﹁
環
境
問
題
﹂
に
は
、

様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。﹁
オ
ゾ
ン
層
破

壊
﹂、﹁
地
球
温
暖
化
﹂、﹁
海
面
上
昇
﹂。
確

か
に
こ
れ
ら
は
地
球
の
深
刻
な
問
題
で
す
。

し
か
し
、
な
か
な
か
身
近
な
こ
と
と
し
て
と

ら
え
に
く
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

﹁
環
境
問
題
﹂
の
中
で
も
、
比
較
的
身
近

な
も
の
に
﹁
ゴ
ミ
問
題
﹂
が
あ
り
ま
す
。
分

別
方
法
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
そ
し
て
ゴ
ミ
を
出

す
時
間
と
場
所
な
ど
、
知
ら
な
い
人
は
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
み
な
さ
ん
が
現
在

の
﹁
ゴ
ミ
問
題
﹂
を
意
識
し
て
い
る
証
拠
で

す
。今

や
﹁
ゴ
ミ
問
題
﹂
は
広
く
認
識
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
で
は
﹃
日
本
人
は
毎
年

約
一
五
〇
億
円
を
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
て
い

る
﹄
と
い
う
事
実
を
知
っ
て
い
る
人
が
ど
れ

く
ら
い
い
る
で
し
ょ
う
か
。

今
、
僕
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
す
が
、
そ
の
ス
ー
パ
ー

や
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
ど
ん
ど
ん
外
へ
出
て
い
く

も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
こ
の
﹁
レ
ジ
袋
﹂

で
す
。
買
い
物
に
行
く
た
び
に
も
ら
う
レ
ジ

袋
は
一
度
使
え
ば
基
本
的
に
ゴ
ミ
と
な
り
ま

す
。
お
そ
ら
く
タ
ダ
で
も
ら
っ
た
も
の
だ
し
、

行
け
ば
ま
た
も
ら
え
る
と
い
う
意
識
か
ら
で

し
ょ
う
。
し
か
し
こ
れ
を
作
る
に
は
も
ち
ろ

ん
お
金
が
か
か
る
の
で
す
。

先
日
、
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

僕
が
お
店
に
行
っ
て
ガ
ム
を
一
つ
買
っ
た
と

こ
ろ
、
あ
と
十
個
く
ら
い
入
り
そ
う
な
レ
ジ

袋
に
入
れ
て
く
れ
た
の
で
す
。
す
ご
く
も
っ

た
い
な
い
と
い
う
気
が
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
僕
た
ち
は
普
段
か
ら
こ
う
い
っ

た
買
い
物
に
慣
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
物
を

買
っ
て
も
レ
ジ
袋
に
入
れ
て
く
れ
な
い
と
何

と
な
く
不
親
切
な
店
だ
と
思
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
僕
た
ち
は
﹃
レ
ジ
袋
は
タ
ダ
で
も
ら
っ

て
当
た
り
前
の
も
の
﹄
と
し
て
生
活
し
て
い

る
の
で
す
。
便
利
と
い
え
ば
便
利
で
す
が
、

そ
れ
が
す
べ
て
ゴ
ミ
に
な
る
の
は
や
は
り
も

っ
た
い
な
い
も
の
で
す
。

で
は
、
僕
の
住
む
地
域
は
ど
の
く
ら
い
レ

ジ
袋
を
使
っ
て
い
る
の
か
と
考
え
、
僕
は
学

校
の
近
く
の
ス
ー
パ
ー
に
聞
い
て
み
ま
し

た
。
Ａ
コ
ー
プ
三
笠
店
で
は
、
一
年
間
に
一

枚
約
二
円
の
レ
ジ
袋
を
六
十
万
枚
使
う
の
だ

そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
お
客
さ
ん
に
タ
ダ
で

配
る
レ
ジ
袋
の
費
用
に
一
二
〇
万
円
を
か
け

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

確
か
に
、
お
店
で
も
ら
っ
た
レ
ジ
袋
は
家

で
ゴ
ミ
袋
と
し
て
も
活
用
で
き
る
と
い
う
便

利
さ
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
何
気
な
く
店

に
立
ち
寄
っ
て
カ
バ
ン
を
も
っ
て
い
な
い
時

は
、
レ
ジ
袋
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
ム
ダ

を
な
く
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
多
少
の
不
便

は
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
家
を
思
い
出
し
て
下
さ
い
。

お
そ
ら
く
ど
ん
ど
ん
た
ま
っ
て
い
く
レ
ジ
袋

が
台
所
の
片
隅
に
あ
る
で
し
ょ
う
。

現
在
日
本
は
一
年
間
に
、
な
ん
と
三
〇
五

億
枚
以
上
も
の
レ
ジ
袋
を
使
用
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
一
枚
二
円
の
レ
ジ
袋
で
計
算
し
て

も
、
毎
年
一
五
〇
億
円
以
上
も
の
お
金
が
ゴ

ミ
と
な
る
も
の
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
ム
ダ
な
お
金
と
ゴ
ミ
を
減
ら
す
た
め
、

東
京
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
は
レ
ジ
袋
を
有
料

化
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。
実
現

は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
こ
の

方
法
は
確
実
に
ム
ダ
を
減
ら
す
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
僕
た
ち
の
身
近
な
地
域
で
も
こ

の
よ
う
な
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
所
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
長
島
町
で
す
。
長
島
町
は

平
成
十
二
年
か
ら
﹁
買
い
物
袋
持
参
運
動
﹂

と
し
て
、
毎
月
五
の
付
く
日
を
、
自
分
の
買

い
物
袋
を
必
ず
持
参
す
る
日
と
指
定
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
ど
の
家
庭
に
も
あ
る
こ
の
よ
う

な
バ
ッ
グ
を
持
ち
歩
く
だ
け
の
運
動
な
の
で
、

僕
た
ち
の
地
域
で
も
、
そ
し
て
、
誰
に
で
も

可
能
で
す
。
こ
の
動
き
を
ど
ん
ど
ん
広
め
、

市
や
県
、
そ
し
て
国
全
体
で
取
り
組
む
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
行
動
が
、
ム
ダ
を
減
ら
し
、

ゴ
ミ
を
減
ら
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
買
い
物

に
行
っ
た
時
は
﹁
こ
の
バ
ッ
グ
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。
レ
ジ
袋
は
い
り
ま
せ
ん
﹂
と
言
い

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
年
間
一
五
〇
億
円
の

無
料
︵
タ
ダ
︶
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

－７－

◇
中
学
生
の
部

﹁
一
五
〇
億
の
無
料
︵
た
だ
︶﹂
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－８－

８月６日、第16回阿久根警察署管内防犯少年剣道大会が市

総合体育館で開催され、管内の小中学校から小学校低学年、

高学年、中学校の３部門（団体戦）と中学生女子個人の部

で、日頃の鍛錬の成果を競いました。

◎大会結果（※敬称略、１位のみ掲載）

【小学校低学年の部】鷹巣小剣道スポーツ少年団【小学校高

学年の部】脇本剣道スポーツ少年団【中学校の部】阿久根中

Ａ【中学校女子個人の部】清水安菜（阿久根中３年）

農作業の体験や交流を通して食べ物と農業のつながりを学

ぶジュニア農業体験学習会が７月29日、阿久根農業高等学校

でありました。

出水地区内の小学５・６年生約130人が参加し、10班にわ

かれて、ナスの収穫やバイオテクノロジー、牛の飼育に関す

ることなどを体験しました。大豆の種まきを体験するコーナ

ーでは、おいしい大豆ができるよう１粒ずつ丁寧に種をま

き、農業の大切さを学んでいました。

８
月
13
日
、
阿
久
根
漁
港
新
港
水

揚
場
で
﹁
あ
く
ね
新
鮮
お
さ
か
な
祭

り
﹂が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

水
揚
場
の
特
設
会
場
に
は
色
と
り

ど
り
の
大
漁
旗
が
飾
り
付
け
ら
れ
、

安
く
て
新
鮮
な
魚
介
類
を
買
い
求
め

よ
う
と
大
勢
の
買
い
物
客
が
訪
れ
ま

し
た
。
な
か
で
も
、
タ
イ
や
ヒ
ラ
メ

の
鮮
魚
コ
ー
ナ
ー
は
長
蛇
の
列
が
で

き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、
あ
っ
と

い
う
間
に
売
り
切
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ヒ
ラ
メ
の
つ
か
み
取
り
、

マ
グ
ロ
の
解
体
・
無
料
試
食
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
で
阿
久
根

大
島
や
桑
島
沖
を
海
中
遊
覧
す
る

﹁
海
底
探
検
エ
ナ
コ
ロ
ジ
ー
ツ
ア
ー
﹂

は
乗
船
が
抽
選
に
な
る
ほ
ど
大
人
気
。

乗
船
者
は
、
船
底
の
ガ
ラ
ス
越
し
に

テ
ー
ブ
ル
サ
ン
ゴ
や
色
鮮
や
か
な
熱

帯
魚
な
ど
が
姿
を
現
す
と
﹁
す
ご
く

き
れ
い
﹂
な
ど
と
声
を
上
げ
、
阿
久

根
の
海
中
の
素
晴
ら
し
さ
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

―
第
15
回
あ
く
ね
新
鮮
お
さ
か
な
祭
り

―

新
鮮
な
海
の
幸
を
買
い
求
め
る

大
勢
の
人
々
︵
上
︶
。
グ
ラ
ス

ボ
ー
ト
で
阿
久
根
沖
の
テ
ー
ブ

ル
サ
ン
ゴ
を
鑑
賞
す
る
乗
船
者

︵
左
︶



－９－

８
月
14
日
、
瀬
之
浦
下
区
で
発
生
し

た
火
災
で
適
切
な
消
火
活
動
を
行
い
、

延
焼
を
く
い
止
め
た
と
し
て
、
８
月
22

日
、
斉
藤
市
長
か
ら
松
崎
壮
介
さ
ん
と

小
村
記
郎
さ
ん
に
功
績
を
た
た
え
る
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

８月９日、10日に水産業に対する理解を深めてもらおう

と市漁業後継者対策推進協議会の主催で、水産教室が開催

されました。今年の水産教室には、市内の中学生37名が参

加し、調理実習や海上での船釣り体験、水難救助法などの

講習を受けました。ロープワークでは、北さつま漁協青壮

年部の指導を受けながら、一生懸命もやい結びや本結びな

どに挑戦。参加した女子中学生は「初めて経験することが

多く楽しいです」と話していました。

８月13日、折口海岸で折多小児童ら約80名が参加し、ウ

ミガメの放流会が行われました。

今年折口海岸で産卵され、ふ化したウミガメ67匹は、「放

流してください」という合図ともに一斉に放流されまし

た。参加者らは、一生懸命海を目指し、海にたどり着くま

で何回も波に打ち返されるウミガメの姿を見て「頑張れ、

頑張れ」、「大きくなったらまた帰ってきてね」などと声を

かけ、いつまでも見送っていました。

８月20日、三笠地域むらおこし有志会が、脇本地区公民

館で「ジャンボカボチャコンクール」を開催し、会員らが

丹精込めて育てた78個のカボチャが出品されました。

審査は、重さや形、色などの部門で行われ、重さを競う

重量賞では106.5キロの巨大カボチャが見事優勝。
なお、各賞１位は次のとおりです。（※敬称略）

【重量賞】赤木克夫【ミスター賞】赤木克夫【ミス賞】双

津照夫【色も形もよかで賞】山下雅也【面白いで賞】中村

真【躍進賞】南金敏

８
月
９
日
、
本
七
男
さ
ん
︵
写
真
・

右
︶
が
、
市
の
美
化
活
動
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
、
手
作
り
の
プ
ラ
ン
タ
ー
カ

バ
ー
な
ど
を
市
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。松崎さん（中央）小村さん（左）



◇
日
時
　
９
月
21
日
d

９
時
30
分
～
15
時
30
分

◇
場
所
　
市
役
所
市
民
相
談
室

※
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係

1
︵
７
３
︶
１
２
１
１
︵
内
線
１
２
１
２
︶

◇
日
時
　
10
月
７
日
f

10
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

◇
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
相
談
室

※
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
管
理
徴
収
係

1
︵
７
３
︶
１
２
１
１
︵
内
線
１
４
４
１
︶

10
月
17
日
か
ら
23
日
ま
で
は
行
政
相
談
週

間
で
す
。

期
間
中
は
、
役
所
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
疑
問
や
要
望
お
よ
び
相
談
ご
と

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

◇
日
時
　
10
月
18
日
c

９
時
～
正
午
　

◇
場
所
　
市
民
会
館
第
７
会
議

◇
本
市
の
行
政
相
談
員

飯
尾
寛
治
さ
ん
︵
上
野
区
︶

※
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係

1
︵
７
３
︶
１
２
１
１
︵
１
２
１
２
︶

児
童
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
実
施
の
障
害
児

︵
者
︶
巡
回
療
育
相
談
が
、
次
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
す
。
相
談
の
対
象
者
は
18
歳
以
下
の

方
で
、
相
談
内
容
は
療
育
手
帳
、
施
設
へ
の

入
所
・
通
所
、
生
活
指
導
等
に
関
す
る
相
談

で
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
生
き
が

い
対
策
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

10
月
25
日
c

◇
場
所
　
阿
久
根
市
青
年
の
家

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
　
福
祉
係

1
︵
７
３
︶
１
２
１
１
︵
内
線
１
４
３
６
︶

現
在
、
生
き
が
い
対
策
課
で
は
、
戦
没
者

等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
の
請
求
書

類
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

請
求
書
類
等
は
、
生
き
が
い
対
策
課
に
準

備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
︵
認
印
可
︶、

前
回
特
別
弔
慰
金
の
裁
定
通
知
書
等
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
請
求
期
限
　
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

＊
遺
族
に
行
方
不
明
者
が
い
る
場
合
や
同
意

書
が
も
ら
え
な
い
と
い
っ
た
場
合
な
ど
で
申

請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
も
、
お
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
　
福
祉
係

1
︵
７
３
︶
１
２
１
１
︵
内
線
１
４
３
５
︶

10
月
１
日
か
ら
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
時

刻
表
が
一
部
変
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
阿
久
根
駅
に
て
配
布
さ
れ
る

新
時
刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。︵
９
月
中
旬

頃
か
ら
配
布
予
定
︶

※
問
い
合
わ
せ
先

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
阿
久
根
駅

1
︵
７
２
︶
７
５
１
２

◇
日
時
　
10
月
４
日
c
・
18
日
c

10
時
～
10
時
30
分

◇
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

1
︵
７
３
︶
１
２
１
１
︵
内
線
１
４
３
２
︶

﹁
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
﹂が
９
月
26

日
b
か
ら
10
月
11
日
c
ま
で
発
売
さ
れ
ま
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明

る
い
街
づ
く
り
や
高
齢
者
対
策
な
ど
地
域
の

福
祉
向
上
に
使
わ
れ
ま
す
。

◇
抽
せ
ん
日
　
10
月
14
日
f

◇
日
時
　
10
月
13
日
e
︵
雨
天
時
は
翌
日
︶

◇
場
所
　
番
所
丘
公
園

◇
参
加
資
格
　
市
内
に
居
住
の
方

◇
申
込
期
限
　
10
月
６
日
e
ま
で

※
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

&
阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち
づ
く
り
公
社

1
︵
７
２
︶
１
７
５
５

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
棋
林
会
︵
図
書
購
入
費
と
し
て
︶

－10－

[

相
　
談]

[
お
知
ら
せ]

住宅用太陽熱高度利用システム補助制度応募受付中！住宅用太陽熱高度利用システム補助制度応募受付中！
補助対象者…集熱器の総面積７５gまでのソーラーシステムを設

置される方。
補助金額……集熱器の総面積に応じた補助金が受けられます。

（補助金額はソーラーシステムの型式により差が生じます。）
なお、住宅以外の建物に設置する場合（ただし、公共施設は除

く。）も対象となる場合がありますので、詳しくは次まで問い合わ
せください。
※問い合わせ先　
・財団法人新エネルギー財団　太陽熱利用部

1０３（５２７５）９５６６　　　
ホームページアドレス　http://www.nef.or.jp

・企画調整課企画係　1７３－１２１１（内線１２１６）

補助額の目安・・６Gで約１０万円、７５Gで約１２５万円

お　知　ら　せ
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平成17年12月23日任期満了に伴う

阿久根市議会議員選挙の期日につい

てお知らせします。

◇告示日◇告示日

11月27日（日）

◇期日前投票◇期日前投票

11月28日（月）～12月３日（土）

◇立候補予定者説明会◇立候補予定者説明会

・日時　10月12日（水）

午前10時から

・場所　市役所大会議室（２階）

＊立候補予定者説明会に出席される

方は、必ず印鑑をご持参下さい。

※問い合わせ先

選挙管理委員会事務局

1７３－１２１１（内線１３４１）

現在、介護をしている人はもちろん、自分や自分の身近

な人に介護が必要になったら‥‥高齢期はみんなに来ます。

その時慌てないために介護の基礎を学びませんか。

※問い合わせ先

・働く婦人の家　1７３－３７６９

・企画調整課企画係　1７３－１２１１（内線1216）

FAX�７２－２０２９

メールアドレス　kikaku@city.akune.kagoshima.jp

開講日

第１回
11月１日c

19時～21時

高齢者の疾病

とその予防

第２回
11月８日c

19時～21時

高齢者の栄養

と調理の実際

第３回
11月15日c

19時～21時

介護予防・

筋力アップ体操

第４回
11月22日c

19時～21時
介護の実際

第５回
11月29日c

19時～21時

福祉住環境

について

◇対象者

　市内在住の方

　（性別を問いません。）

◇募集定員　２０名

◇募集締切

　９月２８日（水）

◇開催場所・申込み先

　働く婦人の家

　1７３－３７６９

内　容 申込みについて

～お母さんたちの～お母さんたちの癒癒
いや

しの会～しの会～

子育てで困っているお母さん、心から笑え

ないと感じるお母さんへ

同じ悩みを持つ仲間や専門のカウンセラー、

保健師とともに子育ての悩みや、もやもやし

た思いを語り合ってみませんか？

◇開催日：10/３b 10/17b 10/31b
11/14b 11/28b 12/12b
の６回コース

◇時　間：10時から正午まで

◇場　所：出水市働く婦人の家

◇内　容：グループカウンセリング、フリー

トーク、リラクゼーションなど

◇その他：お子さんの託児をいたします。

※問い合わせ先

出水保健所保健指導課

1６３－３１１１（内線３１１）

ママサポート教室開催のご案内

市では、広く市民の皆さまに原子力発電施設の運転実態およびエ
ネルギー全般に対する認識を深めてもらうことを目的として『原子
力発電施設等見学会』を次のとおり開催します。ぜひ、これを機会
に見学してみませんか？

１　日　　　程　　平成17年11月19日g～20日a １泊２日
２　見 学 場 所　　玄海原子力発電所、玄海エネルギーパーク（佐

賀県玄海町）および九州エネルギー館（福岡市）
３　募 集 定 員　　20名（先着順）
４　募集対象者　　阿久根市内居住者で、高校生以上の方が対象で

す。
なお、平成12年以降に参加された方については、
対象となりませんのでご了承ください。
また、募集定員が20名と少ないため、グル－プ
など（３名以上）での申込はご遠慮下さるよう
お願いします。

５　募 集 方 法　 先着順で受け付けるため、企画調整課に備付け
の申込用紙で直接申し込んで下さい。（代理お
よび電話での申し込みは受け付けません。）

６　募 集 期 間　　10月11日cから10月21日fまで
７　参　加　費　　無　　料

※　問い合わせ先　　企画調整課企画係　173-1211（内線1216）

お　知　ら　せ



－12－

９月は、健康増進月間です。
『良い生活習慣は、気持ちがいいY
～１に運動　２に食事　しっかり禁煙　５にクスリ～』

休日在宅医
９月18日
上園医院　　　　　　1&3１０５５（ 町　）
徳森歯科医院　　　 1^7３６０８（出水市米ノ津）

９月19日（敬老の日）
内山病院　　　　　　1&3１５５１（高　松）
森歯科医院　　　　　1*2００６２（高尾野町柴引）

９月23日（秋分の日）
有村産婦人科・内科　1&3４１８０（上　野）
橋口歯科医院　　　　1^3２３３０（出水市中央町）

９月25日
喜多医院　　　　　　1&2００３８（大　丸）
黒木胃腸科外科医院　1&5０２００（下　村）
瀬戸口歯科医院　　　1&2０６４８（ 町　）

10月２日
門松医院　　　　　　1^4６１００（大　丸）
白男川歯科医院　　　1^3０００９（出水市向江町）

10月９日
山田クリニック　　　1&2０４２０（ 町　）
脇本歯科医院　　　　1&5００２６（下　村）

10月10日（体育の日）
北国医院　　　　　　1&2００１６（ 町　）
田代歯科医院　　 1^7１２０６（出水市明神町）

※休日の診療時間
在宅医　　　各医療機関の平日の診療時間と同じで

す。
歯科在宅医　午前８時～正午

保保
健健
セセ
ンン
タタ
ーー
のの
行行
事事

市では、市民の皆さまの健康増進を目的とした「健康

づくりフェア｣を開催します。当日は、講演をはじめ、ウ

ォーキング・軽運動指導、また、体脂肪・骨量の測定な

どの各種診断コーナーを設けます。この催しは、誰でも

お気軽に参加できますので、多くの皆さまのご来場をお

待ちしています｡

と　と　きき 10月10日b 体育の日

９時開始　（雨天決行）

とこところろ 市総合体育館（赤瀬川）

内　内　容容 ◎講演「死ぬまで元気でいる

ために」

講師　草野　　健　先生

厚生連健康管理センター副所長

◎ウォーキング実技指導・軽運動指導

運動指導員

谷口　清正　先生

【【診断コーナー診断コーナー】】

◎体脂肪・活力年齢計　◎血管年齢計

◎スモーカーライザー　◎超音波骨量測定装置

◎その他保健師による健康相談　　　　　　　

※問い合わせ先

健康増進課国保係　1７３－１２１１（内線１４５３）

お　知　ら　せ



－13－

お　知　ら　せ

阿久根市民病院健康教室（参加無料）
テーマ「腰痛、肩こり、ひざの痛みについて」
日　時　１０月１９日（水）１４時～１５時
場　所　阿久根市民病院４階大ホール
※申し込み・問い合わせ先
阿久根市民病院地域医療連携室　1７３－１３６８

がん、脳卒中、心臓病が日本の

三大死因です。この三大死因別に

人口10万人あたりの死亡者数を、

全国、鹿児島県、阿久根市で比較

すると、いずれの死因でも阿久根

市は高い死亡率を示しています。

この原因の一つとして阿久根市の健診受診率の低さがあげら

れます。

基本健診受診率を全国や鹿児島県と比較すると、大きく下

回っています。

がん、高血圧、糖尿病、高脂血症などのいわゆる生活習慣

病は、本人の気づかない間に進んでおり、ある日突然、進行

がん、脳卒中、心臓病として発病します。その時は手遅れで

あることが多いのです。

このような生活習慣病が進まないうちに、病気をみつけた

り予防することが大切です。健診はこのような病気の早期発

見や予防にたいへん有効です。

阿久根市民のみなさん、健診を受けましょうY

（文責　阿久根市民病院　田辺　元）

死因別の人口10万人あたり死亡者数（平成15年度）

基本健診の受診率（％、平成16年度）

全国

鹿児島県

阿久根市

50

100

200

300
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250

350

脳卒中 心臓病がん

0

20

40

60

80

100

42.6

全国 鹿児島県 阿久根市

35.9

26.2

子供の遊び・母親のリフレッシュタイムに・ほっとする時間にと、お気軽に支援センターをご利用ください。

脇本保育園（15：00～17：00） ‥‥西目地区集会施設
10月26日d （問い合わせは、みなみ保育園まで） 10月24日b （問い合わせは、みなみ保育園まで）

（牧内農村環境改善センター） （お気軽に園に遊びにきてください）
10月７日f ひよこクラブ　　０～１歳児教室　　　　　毎週f みなみ保育園
10月21日f こっこクラブ　　２歳以上児教室　　　　　毎週g みどりが丘保育園
（問い合わせは、みどりが丘保育園まで） （第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ）

※参加は、申し込み制になっていますので、下記の支援センターに前日までに申し込みください。

日／曜 場　　　　所サ ー ク ル 名 日／曜 場　　　　所サ ー ク ル 名
こ あ ら サ ー ク ル
どんぐりサークル
い る か サ ー ク ル
ひ ま わ り ク ラ ブ
ら っ こ サ ー ク ル
カンガルーサークル
か も め サ ー ク ル
ら っ こ サ ー ク ル
カンガルーサークル

脇 本 保 育 園
鶴 川 内 集 会 施 設
大 川 児 童 館
保 健 セ ン タ ー
み な み 保 育 園
牧内農村環境改善センター
鶴 川 内 児 童 館
み な み 保 育 園
牧内農村環境改善センター

３日b

４日c

〃
５日d

６日e

11日c

〃
13日e

14日f

どんぐりサークル
こ あ ら サ ー ク ル
諏 訪 団 地 教 室
ら っ こ サ ー ク ル
か も め サ ー ク ル
こ ぐ ま サ ー ク ル
カンガルーサークル
ら っ こ サ ー ク ル
カンガルーサークル

鶴 川 内 集 会 施 設
脇 本 保 育 園
諏 訪 団 地
み な み 保 育 園
鶴 川 内 児 童 館
保 健 セ ン タ ー
牧内農村環境改善センター
み な み 保 育 園
牧内農村環境改善センター

18日c

19日d

〃
20日e

25日c

〃
26日d

27日e

28日f
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お　知　ら　せ

消 費 生 活 講 座（<142）

年金受給者の皆さん、届出忘れはありませんか？届け

出忘れがあると、年金の大事なお知らせが届かなかった

り、年金の受け取りが遅くなったりすることがあります。

・住所が変わったとき・住所が変わったとき
「住所変更届」を社会保険事務所へ提出してください。

・年金を受け取る金融機関や口座を変えたとき・年金を受け取る金融機関や口座を変えたとき
「支払機関変更届」を社会保険事務所へ提出してくだ

さい。

【川内社会保険事務所による
移動年金相談所の開設のお知らせ】

国民年金や厚生年金など年金に関する相談を受けま

すので、この機会をご利用ください。（年金手帳などを

持参してください）

◇日時◇日時 １０月２０日（木）１０時から１５時まで

◇場所◇場所 阿久根市役所　２階会議室

※問い合わせ先

川内社会保険事務所　　　10996－22－5276（代表）

市民環境課　国民年金係　173－1211（内線1423）

市立図書館は、９月１２日（月）

から９月２０日（火）まで図書整

理のため休館します。本を返され

る時は「返却ポスト」へお願いし

ます。

『
小
説
　
盛
田
昭
夫
学
校
（
上
・
下
）』

江
波
戸
哲
夫
　
著

敗
戦
後
の
小
さ
な
町
工
場
か
ら
世
界
ブ
ラ

ン
ド
へ
の
飛
翔
Y

そ
の
「
神
話
」
の
陰
に
、

一
人
の
天
才
的
経
営
者
が
い
た
…
。
世
界
の

「
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
」
ブ
ラ
ン
ド
を
作
り
上
げ
た
盛
田

昭
夫
は
、
い
か
に
し
て
盛
田
昭
夫
と
な
っ
た

の
か
。
そ
の
軌
跡
を
描
く
。

『
明
日
の
記
憶
』

荻
原
　
浩
　
著

若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
。
ど
ん
な
に
メ

モ
を
し
て
も
確
実
に
失
わ
れ
て
い
く
記
憶
。

そ
し
て
、
ほ
の
か
な
光
が
見
え
る
感
動
の
結

末
。

「心ゆたかに　生涯読書」敬老の日におすすめする本を紹介します。

『
養
生
の
お
手
本
』

出
久
根
達
郎
　
著

午
睡
も
あ
り
、
散
歩
も
あ
り
、
酒
も
あ
る
。

あ
あ
、
こ
れ
が
養
生
…
。
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
の
本
を
読
み
、
ど
の
よ
う
な
養
生
法
を
心

が
け
て
い
る
か
調
べ
て
み
る
と
、
一
番
大
事

な
こ
と
は
何
か
が
見
え
て
き
た
…
。

『
テ
ン
ダ
ー
・
ラ
ブ
』

日
野
原
重
明
　
著

「
愛
し
な
さ
い
。
限
り
な
く
、
悔
い
の
な
い

よ
う
に
愛
し
な
さ
い
」
90
歳
を
超
え
た
現
役

医
師
が
贈
る
、
愛
し
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

※図書館のご利用について

¡開館時間　９時～19時

¡休　館　日　毎週月曜日

¡登録・貸出し無料

訪問販売による住宅リフォーム工事による消費者被害

が、大きな社会問題となっています。

特に一人暮らしの高齢者や判断能力の不十分な人を狙

って次々に高額な契約を締結させる事例や「無料点検」

と販売目的を偽って上がり込み、「床下の湿気がひどい」、

「家がだめになってしまう」などと不安がらせて高額な

契約を締結させる事例があります。

【【被害にあわないために被害にあわないために】】

・契約はその場でせず、必ず複数の業者から見積もりを

取りましよう。

・契約する前に内容を確認し必要なければハッキリと断

りましょう。

・契約をした日から８日以内であれば無条件解約ができ

る制度があります。必要ないと思ったときは、すぐに

手続をとりましょう。

※おかしいな、困ったなと思ったら水産商工観光課

消費生活相談窓口へ問い合わせください。

1７３－１２１１（内線１１１２）



※
敬
称
略

出
　
生
　
児
　
保
護
者
︵
区
　
名
︶

江
口

恭
平
　

き
ょ
う
へ
い

誠
　
二
︵
牛
之
浜
︶

花
田
　
小こ

夏な
つ

正
　
伸
︵
牧
　
内
︶

石
原
　
澄す

海か
い

智
　
海
︵
牧
　
内
︶

田
邉
明
日
美

あ

す

み

宗
　
暁
︵
牧
　
内
︶

尾
h

徠ら
い

一
　
義
︵
深
　
田
︶

秋
野
　
結ゆ

い

穂ほ

洋
　
︵
波
　
留
︶

k
h

龍
也

り
ゅ
う
や

新
一
郎
︵
新
　
町
︶

平
田
　
大た

い

雅が

哲
　
志
︵
槝
之
浦
東

︶

福
田
　
真し

ん

吾ご

昭
　
次
︵

浦
　
︶

※
敬
称
略

死
　
亡
　
者
年齢
︵
区
　
名
︶

磯
畑
　
親
　
86
︵
新
　
町
︶
エ
　
ダ

神
之
田
亀
鶴
85
︵
中
屋
敷
︶

優

中
村
　
良
彦
86
︵

町
　
︶
タ
　
ミ

山
神
　
幸
子
78
︵

潟
　
︶
正
　
彦

小
原
　
重
信
91
︵
高
之
口
︶
カ
メ
マ
ツ

松
下
　
タ
ヱ
92
︵
新
　
町
︶
俊
　
雄

溝
上
ツ
ル
ヱ
87
︵
内
　
田
︶
辰
　
夫

跡
上
　
貫
一
92
︵
黒
之
浜
︶
貫
　
道

k
田
　
紘
子
64
︵
的
　
場
︶
幸
　
成

a
原
　
功
　
71
︵
長
　
谷
︶
浩
　
行

牧
内
　
臣
雄
63
︵
牧
　
内
︶
紀
　
子

小
園
　
奨
　
89
︵

町
　
︶
ナ
ミ
エ

梶
尾
　
咲
姫

さ

き

大
　
輔
︵
古
　
里
︶

松
h

匠
　

た
く
み

公
　
志
︵
上
　
原
︶

中
村
　
詩う

た

健
　
治
︵
遠
　
矢
︶

築
地
　
由
依

ゆ

い

秀
　
典
︵
中
　
村
︶

園
田
　
恭
汰

き
ょ
う
た

恭
　
文
︵
古
　
里
︶

k
邊
　
瑠
那

る

な

勇
　
生
︵
牧
　
内
︶

栗
林
　
愛あ

い

奈な

鉄
　
矢
︵
新
　
町
︶

橋
口
　
翔
真

し
ょ
う
ま

勝
　
志
︵
遠
　
矢
︶

白
k

末
義
82
︵
脇
本
浜
︶
和
　
利

宇
都
　
キ
ク
105
︵
馬
見
塚
︶
秋
　
夫

小
牟
田
ウ
タ
子
83
︵
新
　
町
︶

貢

若
松
　
マ
チ
74
︵
尻
無
下
︶
信
　
夫

小
牟
田
勝
己
77
︵
大
　
尾
︶
キ
ヨ
子

石
澤
　
ス
エ
78
︵
脇
本
浜
︶
義
　
栄

岩
h

長
助
84
︵
遠
　
矢
︶
シ
ズ
ミ

中
村
　
フ
サ
92
︵
波
　
留
︶
優
　
吉

尾
上
　
a
尾
93
︵
飛
　
松
︶
イ
セ
ノ

海
平
　
良
人
87
︵

段
　
︶
ス
エ
ノ

西
谷
　
キ
ワ
93
︵
尻
無
上
︶

広

落
　
　
キ
ミ
95
︵

落
　
︶
ミ
チ
子
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うぶごえ　おくやみ他

執
念
の
生
き
を
見
せ
つ
つ
空
蝉

う
つ
せ
み

は
葉
裏
つ
か
み
て
風
に
揺
れ
を
り
　
　
　
　
　
脇
　
本
　
宮
原
　
範
子

久
々
に
帰
省
の
弟
い
と
こ
ら
と
話
は
尽
き
ず
き
み
な
ご
旨
し
　
　
　
　
　
　
　
脇
　
本
　
渡
瀬
　
栄
子

く
ち
な
し
の
仄ほ

の

か
に
匂
ふ
坂
の
道
荷
を
置
き
し
ば
し
深
く
息
吸
ふ
　
　
　
　
　
新
　
町
　
玉
川
　
慶
子

四
月
よ
り
遂
に
店
閉
じ
悲
し
け
れ
亡
き
父
想
ひ
申
し
訳
け
な
し
　
　
　
　
　
　
脇
　
本
　
赤
崎
　
タ
エ

敗
戦
に
着
た
き
り
と
な
り
帰
り
き
て
は
や
六
十
ね
ん
世
は
変
り
た
り
　
　
　
　
琴
　
平
　
川
畑
　
ス
ミ

飯
盒

は
ん
ご
う

に
炊
き
て
食を

し
た
る
台
湾
の
時
空
を
超
え
て
今
に
な
つ
か
し
　
　
　
　
　
新
　
町
　
遠
矢
　
律

﹁
あ
の
戦

い
く
さ
﹂
知
ら
ざ
る
若
き
ら
多
く
な
り
ま
た
迎
へ
ん
か
慟
哭

ど
う
こ
く

の
夏
　
　
　
　

上
　
野
　
河
南
誠
一
郎

大
空
を
自
在
に
形
変
え
に
つ
つ
ゆ
く
雲
羨と

も

し
足
摩さ

す

り
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
口
　
白
浜
　
ノ
ブ

亡
き
歌
友

と

も

の
電
話
番
号
記し

る

さ
れ
し
古
き
控
を
消
し
が
た
く
を
り
　
　
　
　
　
　
上
　
野
　
亀
澤
　
笑
子

風
切
り
の
羽
根
の
開
き
を
変
え
な
が
ら
つ
が
い
の
鳶
は
浜
風
に
舞
ふ
　
　
　
　
折
　
口
　
別
府
　
義
明

人のうごき
９月１日現在（ ）は前月比

人　口　25 , 684人（－009人）
男　　11 , 950人（－001人）
女　　13 , 734人（－008人）

世帯数　10,878世帯（＋06世帯）
出　生0021人　　死　亡0027人
転　入0070人　　転　出0073人

わたくしたちは、豊かな黒潮に洗われ、ま
ろやかな文旦をはぐくむ美しい自然と、誇
り高い歴史をもつ郷土阿久根を、更に発展
させるために、市民の規範として、ここに
憲章を定めます。

１．お互いにあいさつをかわし　みんなに
親切をつくします。

１．時間ときまりを守り　住みよいまちを
つくります

１．花やみどりを育て　きれいな郷土をつ
くります

１．すすんで教養を高め　文化のまちをつ
くります

１．元気で働き　明るい家庭　豊かなまち
をつくります。

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

う
ぶ
ご
え

ご
め
い
福
をお

祈
り
い
た
し
ま
す
。

※
﹁
う
ぶ
ご
え
﹂
﹁
お
く
や
み
﹂
記
事
は
、
掲
載
へ
の
同
意
が
あ
っ
た
方
の
み

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
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◇趣味は何ですか・・・
テニスと音楽鑑賞

◇理想の異性像は・・・
やさしく元気な人です。

◇性格を自己分析してください・・・
おとなしい性格です。

◇将来の夢は・・・
准看護師の資格を取り、さらに進学することです。

◇阿久根について一言・・・
今ある自然を壊さず大切にしてほしいです。

次は、枦　明弘さん（高松区）あなたの番です。

馬
見
新
　
剛
生
さ
ん
¡9

（
や
ぎ
座
・
Ａ
型
　
馬
見
塚
区
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私たち、パッチワーク・キルト「布あそび」は、バッ

クやポーチ、小物など個性あふれる作品を楽しく作って

います。

また、文化祭に大作「タピストリー」を出品しようと、

みんなで配色や柄合わせなどを考え、作品づくりを行っ

ています。

こんな私たちと一緒に、優しく温かみのあるパッチワ

ーク・キルトを基礎から学び、ゆっくり自分のオリジナ

ル作品を作ってみませんか？（初心者歓迎）

※開講日

毎月第１・３金曜日　午後７時から午後９時まで

働く婦人の家　自主グループ

─ 布あそび ─

◎国民健康保険税４期、介護保険料３期
（納期９月30日まで）
納期内に納付しましょう。

こ
の
８
月
、
折
口
海
岸
で
ウ
ミ
ガ

メ
の
放
流
会
が
行
わ
れ
取
材
に
伺
い

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
手
の
ひ
ら
に
載
せ

ら
れ
た
ウ
ミ
ガ
メ
は
、
本
当
に
小
さ

い
体
で
し
た
が
、
放
流
さ
れ
る
と
一

生
懸
命
に
海
を
目
指
し
帰
っ
て
い
き

ま
し
た
。

こ
の
取
材
を
通
し
、
ふ
る
さ
と
の

海
の
美
し
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
と

と

も

に

、

放
流
さ
れ

た
ウ
ミ
ガ

メ
が
成
長

し
、
折
口

海
岸
に
帰

っ
て
来
て

ほ
し
い
と

思
い
ま
し

た
。︵
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